
令和４年度全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた分析

中学校数学

本市の傾向と課題
○ 全体の平均正答率は、全国とほぼ同じであり、県より上回っている。

○ 領域別に見ると、平均正答率は、２領域「Ａ 数と式」「Ｃ 関数」において、全国・

県より上回っている。「Ｄ データの活用」については、全国よりやや下回っており、県

より上回っている。「Ｂ 図形」については、県を上回っているが、全国より下回ってお

り、課題が見られた。

○ 観点別に見ると、平均正答率は、「思考・判断・表現」については、全国・県を上回っ

ている。「知識・技能」については、県を上回っているが、全国よりやや下回っており、

課題が見られた。

○ 問題形式別に見ると、平均正答率は、「選択式」「記述式」ともに、全国・県を上回って

いる。「短答式」については、県を上回っているが、全国を下回っている。

【課題】４２を素因数分解する

１は、「４２を素因数分解しなさい」という短答式の設問で、自然数を素数の積で表すこ

とができるかどうかをみる問題である。事象を数や式を用いて考察する場面では、数を和や

積に表すなどして数量の関係を捉え、事象の特徴を読み取り、説明することが大切となる。

素因数分解をすることは、数に関する性質を説明する際に必要であることから出題された。

本市の平均正答率は、県を大きく上回っているが、全国より下回っている。「素因数を記

述しているが、それらを積で表していない」誤答や、「因数に１を含んでいる」誤答が見ら

れた。

指導のポイント

○ 整数の性質について理解を深める場面において、整数を様々な視点から捉えることがで

きるようにするために、自然数を素数の積で表すことが大切となる。

○ 授業を行う際には、自然数をその約数の積に表す活動を通して、表現された約数の積の

中に素数の積があることを調べたり、素数の意味を確認したりする場面を設定することが

考えられる。例えば、中学１年生の教科書では、Ｐ１５に４２をいくつかの自然数の積の

形に表してみる活動が示されているが、４２をその約数｛１，２，３，６，７，１４，２

１，４２｝の積で表すと、２✕３✕７、２✕２１、６✕７、１✕４２、１✕２✕３✕７な

ど、様々な表し方があり、この中で、４２を「１とその数自身以外は約数をもたない数」

としての素数の積で表現したものは、２✕３✕７となる。活動を丁寧に振り返ることによ

って、素数の積の場合には一通りであることを具体的に知ることができると考えられる。

関 連

解説資料Ｐ１２・１３、報告書Ｐ２０・２１参照



中学校数学

【課題】箱ひげ図の箱が示す区間に含まれているデータの個数と散らばり

の程度について、正しく述べたものを選ぶ

７（２）は、コマ回し大会で、どの高さからコマを回すとより長い時間回るのかについて

考える際に、低位置、中位置、高位置で回し得られたデータを用いて箱ひげ図を並べてみる

ことで、それらのデータの散らばり具合を把握し、複数のデータの分布を比較する選択式の

設問で、箱ひげ図から分布の特徴を読み取ることができるかどうかをみることが趣旨である。

本市の平均正答率は、全国より下回っており、県とほぼ同じである。箱の中のデータの個

数は全体の約半数ではなく、箱の横の長さが短い方が、箱の中に含まれるデータの個数が少

ないと捉えた誤答が多く見られた。

指導のポイント

○ 複数の集団のデータの分布に着目し、その

傾向を比較して読み取る活動を通して、四分

位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解でき

るように丁寧に指導する必要がある。その際、箱ひげ図は複数のデータの分布を比較する

ときに、視覚的に比較がしやすい統計的な表現であることを確認することが大切となる。

○ 中学２年生教科書Ｐ１７４やＰ１７９にデータの分布のようすや散らばりを箱ひげ図か

ら推測する問題が示されているが、それぞれの問題において、箱ひげ図の箱で示された区

間には、全データのうち中央値を中心とする約半数のデータが含まれることや、箱ひげ図

の箱で示された区間の長さを四分位範囲ということ、極端にかけ離れた値が一つでもある

と、最大値や最小値が大きく変化し、範囲はその影響を受けやすいが、四分位範囲はその

影響をほとんど受けないという性質を理解できるように丁寧に指導していく必要がある。

○ 箱ひげ図とドットプロットを並べて示し、箱の横の長さが長いからといって、箱の中に

データが多く含まれているということではないこと等、データの傾向と散らばりについて

確認する学習活動を意図的に設定する必要がある。

関 連

解説資料Ｐ４２、報告書Ｐ５８～６１参照



中学校数学

【課題】∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°になる理由を示し、∠ＥＢＦの

大きさがいつでも６０°になることの説明を完成する

９（２）は、「長方形ＡＢＣＤの外側に辺ＡＤ、ＤＣを１辺とする正三角形ＡＤＥ、ＤＣ

Ｆがあるとき、長方形ＡＢＣＤの長さを変えても、∠ＥＢＦの大きさがいつでも６０°にな

ることを書く」という記述式の設問で、図形についての考察場面において、ある事柄が成り

立つ理由を数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみることが趣旨である。

本市の平均正答率は、県より上回っているが、全国を下回っている。無答率が最も高く、

「△ＡＢＥ≡△ＣＦＢと∠ＥＡＢ＝１５０°を用いようとした」誤答や、「∠ＥＡＢ＝１５

０°を用いて、∠ＡＢＥ＋∠ＣＢＦ＝３０°を説明しようとした」誤答も見られた。

指導のポイント

○ 図形の性質を考察する場面では、観察や操

作、実験などの活動を通して、予想した事柄

が成り立つ理由を、筋道を立てて考えること

ができるようにするとともに、条件を変えて

も予想した事柄が成り立つか確かめたり、予

想した事柄が成り立つための条件を見いだし

たりするなど、統合的・発展的に考察するこ

とが大切となる。

○ 成り立つと予想される図形の性質を見いだ

す場面では、１人１台端末を利用し、図形を

動的に捉えることにより図形を観察すること

も有効である。その中で、辺や角について変

わらない性質を予想し、それを話し合う活動

を設定することも大切である。

○ 同じ長さの辺や、同じ大きさの角に印や記

号を付けることで、図形の性質や関係を直観

的に捉え、説明の見通しや構想を立てること

が大切となる。本設問では、∠ＥＢＦの大き

さが６０°になるかどうかを確かめるために

は、「∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°にな

ることがいえればよい」と焦点化して考察を

進めていくことが考えられる。

○ 中学２年生教科書Ｐ１４７、１５５に記載されている「学びにプラス」の問題や、Ｐ１

６５④の問題等を活用して、図形を考察することが考えられる。

関 連 解説資料Ｐ５５～５７、報告書Ｐ７２～７７参照


